
Ⅰ 

1 2 3 4 5 6 

ウ イ ア エ エ イ 

 

Ⅱ 

7 8 9 10 11 12 

エ キ ウ イ カ オ 

 

Ⅲ 

13 14 15 16 17 18 19 20 

エ エ ウ エ イ ウ イ エ 

 

Ⅳ 

21 22 23 24 

イ エ ウ エ 

 

Ⅴ 

25 26 27 28 29 

ア ア ア イ エ 

 

Ⅵ 

30 31 32 33 34 35 36 37 

エ カ ウ カ オ エ オ イ 

[A] I was watching a TV show when you called, and that must be why I did not hear the phone ring. 

[B] The more we chase happiness, the more it seems to escape us. 

[C] He left his hometown three years ago, and has never been heard of since. 

[D] Social media algorithms proving people with extreme content is worrying in general, but particularly so when considering its 

impact on young people. 

 

Ⅶ 

38 39 40 41 42 43 44 45 

エ エ ウ ウ ウ ウ ア・キ 

  



【講評】 

問題数，大問構成は例年と同じ。問題形式は近畿大学の医学部以外の学部の一般入試と同じだが，少し医学部の推薦問題の方が難易

度高めに作られている。 

Ⅰの会話問題の難易度は例年並みだが，近畿大学の会話問題は凝った作りをしているので，展開や指示語に注視しないとうまく選べ

ないようにできている。そのため，足をすくわれやすい大問である。 

Ⅱは「砂糖税を課すことに対する問題点」について述べた中文空所補充問題。問いとなっている空所の質，そして補充する語の難易

度ともに，一般学部より少しレベルが高いが，医学部志望者なら難なく処理したいところ。 

Ⅲは文法4択問題。出題されている問題は市販の問題集に掲載されている知識ばかりなので，できるだけ取りこぼしなく済ませたい。 

Ⅳの同意文選択問題は，受験生が知らないであろう表現を表題文に入れてくるようになった。（これまではもう少し基本イディオム

も含まれた作りだったが，今年は 4 問とも趣向を凝らした作りであった。）表題文の意味ニュアンスを掴み，選択肢を上手く使い，消

去法も駆使しながら，予想したニュアンスと合致する解答を見つけていきたい。ちなみに，21. seemed a little put out「少し戸惑った，

心外に思った」，22. to a fault「やり過ぎなくらい，馬鹿が付くほど」，23. have it coming「（特に悪いことが）起こっても当然である」，

24. ring a bell「記憶を呼び覚ます」というのが表題文の出題意図となるイディオム表現であった。 

Ⅴは定義文を読み同意語を選択する問題。こちらも，医学部の問題では少し難易度高めな語を並べている。定義文(a)の意味を正確に

捉え，文(b)に語を埋めながら正解であることを確認していく解き方が望ましいだろう。 

Ⅵの整序問題では，[A]・[B]が基礎レベル，[C]・[D]は英文構成がやや難しく，出来不出来で差が付くかもしれない。[C]は hear of 

～「～のことを耳にする」を現在完了受動態で使い，副詞の since「それ以来」をつないだもの。[D]の particularly so「特にそうだ」

の so は前出の形容詞 worrying を受けており，空所の前の but は，is worrying in general と(is) particularly so when ～という並列形態

になっている。 

Ⅶの長文読解問題は，難易度・作りともに例年と同じ。「ファストファッションの功罪」について述べた英文であった。少し取り組み

にくい問題が増えてきたとはいえ，選択肢式で答えの導出に消去法を使うことができるため，合格最低点がそこまで落ち込むことはな

いと思われる。 

合格には 80％程度の得点を目指したい。 

 

 

 

 


